



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































I + cfl 、
s |ωICfl 
1・Nロ|己: 18 
]
{
 
∞
広
(
N吋
)
更
に
八
九
に
つ
い
て
戸〉
1 
cfl 
5 
ド4
+ 
cfl 
2 _. 
II~ ロ
. 
ド圃晶∞
広
(
N
∞) 
刊
切
が
得
ら
れ
る
。
乙
れ
は
先
記
分
散
、
共
分
散
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
が
正
値
定
符
号
で
あ
れ
ば
、
正
規
方
程
式
の
唯
一
の
解
と
な
り
、
更
に
式
聞
か
ら
引
は
叫
の
一
致
推
定
値
で
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
即
ち
引
の
最
小
自
乗
推
定
値
引
は
∞
き
1
0
の
場
合
に
限
り
、
引
に
こ
の
場
合
一
致
推
定
値
で
あ
る
。
九
の
数
値
が
相
対
的
に
大
で
あ
れ
ば
、
引
は
上
に
バ
イ
ア
ス
吾
持
ち
、
知
が
相
対
的
に
大
で
あ
れ
ば
、
推
定
値
引
の
バ
イ
ア
ス
は
減
少
す
る
傾
向
を
持
つ
と
い
っ
た
ょ
に
、
丸
、
丸
・
・
M
の
相
対
的
大
き
さ
如
何
に
よ
り
、
バ
イ
ア
ス
の
程
度
が
き
ま
る
。
そ
し
て
八
九
は
式
ωの
示
す
よ
う
に
、
常
に
九
の
過
少
推
定
値
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
柄
を
7
H
Y
N
と
し
等
し
く
な
り
、
苧=干
ε
'1 
ド
l'
jffi-+0'~~ ¥1' 
K
副
g
~
4
I
1
~
や
.
M
J
1
)
毛
布
豆
長
引
開
Q
黒川)，.，.p
g
:
会
ば
d
尋
問
。
パ
ラ
メ
タ
ー
の
真
の
数
値
以
下
の
欄
t乙
示
さ
れ
る
分
散
ら
0
，S
l1，
S
2
2
の
相
対
的
大
き
さ
の
比
率
(
S
o
o
:
 Sl
l
 :
 S2
2
)
に
対
す
る
推
定
値
I
 1
:
ル
υ
1
:
1
:
1
1
:
5
:
5
 
1
:
∞
:
∞
 
α
1
0rα
2
 
=
0
.
0
 
0_5 
0_333 
0_143 
。。
=
0
_
1
 
0_5 
0_464 
0_367 
0_214 
0_1 
=
0
_
2
 
0_5 
O
A
7
3
 
0_400 
0_286 
0.2 
=
0
_
3
 
0_5 
0_482 
0_433 
0_357 
0_3 
=
O
A
 
0.5 
0_491 
O
A
6
7
 
0_429 
0_4 
=
0
.
5
 
0_5 
0_500 
0_500 
0_5 
=
0
.
6
 
0_5 
0_509 
0_533 
0.571 
0.6 
=
0
_
7
 
0_5 
0_518 
0_567 
0_643 
0.7 
=
0
_
8
 
0_5 
0_527 
0_600 
0_714 
0_8 
=
0
_
9
 
0_5 
0.536 
0_633 
0_786 
0_9 
α
1
+
α
2
 
=
0
.
0
 
1.0 
0_909 
0_667 
0_286 
0_0 
=
0
_
5
 
L
O
 
0_955 
0_883 
0_643 
0_5 
=
0
.
9
 
1.0 
0.991 
0_967 
0_928 
0_9 
=
L
O
 
L
O
 
1
，000 
1，000 
1
，000 
1
，000 
世
i剖
f宣索活
G
岩
出
1
 t<111 
経
営
と
経
済
一
入
四
切
と
の
表
か
ら
、
推
定
舶
は
一
般
に
パ
ラ
メ
タ
l
の
一
致
推
定
値
で
は
な
く
バ
イ
ア
ス
を
持
ち
、
パ
ラ
メ
タ
l
の
真
の
和
が
何
で
あ
れ
、
最
小
自
乗
推
定
値
の
和
は
そ
の
真
の
数
値
の
和
よ
り
も
は
に
大
き
く
、
し
か
も
1
に
近
い
と
の
結
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
だ
か
ら
上
表
か
ら
逆
に
い
っ
て
、
最
小
自
乗
推
定
値
の
和
が
ー
で
あ
る
乙
と
|
乙
れ
は
前
述
の
ダ
グ
ラ
ス
の
推
定
結
果
の
第
二
で
あ
る
が
ー
を
以
て
真
の
パ
ラ
メ
タ
l
叫
と
仏
“
と
の
和
が
ー
で
あ
る
こ
と
の
証
左
即
ち
生
産
関
数
の
規
模
に
閃
す
る
牧
穫
不
変
の
組
定
を
検
証
す
る
も
の
と
は
な
ら
ぬ
。
上
述
の
議
論
は
ω、
九
、
v
h
、
vbd
を
す
べ
て
内
生
変
数
ω各
椛
造
方
程
式
の
万
祝
式
誤
小
説
項
は
互
に
独
立
川
W
無
限
の
限
木
か
ら
最
小
白
来
推
定
値
が
求
め
ら
れ
た
も
の
と
し
て
進
め
ら
れ
、
べ
て
観
察
誤
差
を
合
ま
ぬ
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
推
定
仙
の
抗
定
誤
差
に
は
全
然
触
れ
ら
れ
ず
、
更
に
川
術
祭
変
数
は
す
い
わ
ば
‘
GEn-同
B
O円
四
巳
こ
に
つ
い
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
う
ち
ωの
誤
差
項
の
独
立
と
い
う
仮
定
が
取
り
除
か
れ
る
と
上
述
の
よ
う
な
明
白
な
結
果
は
え
ら
れ
な
い
が
、
尚
こ
の
場
合
に
も
、
パ
ラ
メ
タ
l
の
す
(
の
和
が
何
で
あ
れ
や
は
り
向
μ
推
定
値
の
和
が
ー
に
近
い
と
の
結
果
の
え
ら
れ
て
い
る
乙
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
3
ハ
門
前
節
末
尼
の
結
論
が
示
す
よ
う
に
、
資
料
と
し
て
生
産
泣
、
投
入
岳
に
つ
い
て
の
企
業
別
の
資
料
が
何
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
対
し
設
小
白
菜
法
で
パ
ラ
メ
タ
ー
を
推
定
し
た
場
合
、
推
定
伯
は
パ
ラ
メ
タ
l
の
一
致
抗
定
値
で
は
な
く
、
amHゆ
自
己
目
。
宮
訟
を
持
ち
、
従
っ
て
こ
の
バ
イ
ア
ス
が
パ
ラ
メ
タ
l
の
真
の
和
は
1
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
推
定
値
の
和
は
ー
で
あ
る
乃
至
1
に
近
い
と
の
推
定
結
果
を
も
た
ら
す
。
勿
論
ダ
グ
ラ
ス
の
場
合
資
料
と
し
て
同
一
生
産
物
に
関
す
る
企
業
別
の
資
料
の
使
わ
れ
て
い
る
均
合
は
悼
無
で
あ
り
、
何
れ
の
場
合
に
も
産
業
別
集
計
量
が
使
用
さ
れ
、
し
か
も
横
断
面
分
析
に
於
て
は
価
値
タ
l
ム
で
は
か
ら
れ
た
そ
れ
が
使
用
さ
れ
、
あ
る
少
数
の
場
合
に
の
み
補
充
的
に
プ
ラ
ン
ト
平
均
資
料
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
理
論
稿
造
の
立
て
方
は
前
節
の
そ
れ
と
基
本
的
ハ
勾
h
リ
昨
「
，
し
か
も
終
始
完
全
競
争
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
理
論
的
に
は
一
産
業
は
一
企
業
か
ら
な
り
、
し
か
に
同
一
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
も
標
本
と
し
て
と
ら
れ
た
産
業
辞
は
す
べ
て
同
一
生
産
物
を
生
産
す
る
も
の
と
見
倣
さ
れ
ざ
る
を
得
ぬ
。
つ
ま
り
上
述
の
議
論
は
資
料
は
事
実
は
そ
う
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
推
定
の
た
め
の
い
わ
ば
最
も
適
当
な
資
料
で
あ
る
と
見
倣
し
て
、
そ
し
て
そ
の
上
で
、
推
定
方
法
自
体
か
ら
、
最
小
自
乗
推
定
値
の
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
、
バ
イ
ア
ス
の
生
ず
る
所
以
を
明
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
方
法
的
難
点
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
ダ
グ
ラ
ス
の
よ
う
に
向
、
n
内
を
推
定
し
て
お
い
て
、
こ
の
推
定
値
と
賃
銀
の
相
対
的
分
配
分
の
比
率
と
を
比
較
し
て
、
賃
銀
の
限
界
生
産
力
説
の
現
実
に
お
け
る
妥
当
性
を
検
証
し
よ
う
と
す
る
こ
と
、
別
言
す
れ
ば
町
が
ー
で
あ
る
こ
と
を
検
証
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
引
が
引
の
一
致
推
定
値
で
な
い
こ
と
か
ら
し
て
不
可
能
で
あ
る
。
同
次
ぎ
に
式
ωに
つ
い
て
無
条
件
利
潤
極
大
の
場
合
を
考
え
る
と
、
d
u
H
J門
H
こ
の
と
き
E
L
で
あ
る
か
ら
O
即
日
比
外
で
あ
り
、
従
っ
て
。
+ 。
司|司
凶|凶
+ 
炉刀げ刀
凶|凶
(
N
C
)
 
乙
、
で
利
潤
極
大
の
十
分
条
件
式
側
か
ら
。
+ 。
1 
司l司
~I~ 
+ 
司|司
凶|伊
八
ト品
(
ω
C
)
 
フ
計
十
回
MKu八開》
AK-
即
ち
企
業
利
潤
は
常
に
存
在
し
、
こ
れ
は
残
余
の
も
の
と
し
て
企
業
に
属
し
、 ハω]戸
)
乙
れ
は
当
然
限
界
生
産
力
説
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
ぬ
部
分
で
あ
る
。
所
で
限
界
生
産
力
説
は
周
知
の
よ
う
に
第
一
に
限
界
生
産
力
に
等
し
く
生
産
財
の
価
格
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
、
第
二
に
消
尽
の
羽
定
理
の
成
立
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
第
二
に
つ
い
て
は
同
J
U内
同
十
円
J
凶
uu同
J
凶晶}
(
ω
N
)
 
生
産
画
数
の
推
定
一
八
五
経
営
と
経
済
一
入
六
の
成
立
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
た
め
の
必
要
条
件
を
ダ
グ
ラ
ス
は
生
産
函
数
に
求
め
て
。-十
o
u
u
H
一戸
川
以
が
想
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
規
模
に
関
す
る
牧
穫
不
変
の
想
定
が
企
業
の
利
潤
極
大
の
十
分
条
件
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
り
、
(ωω) 
第
二
命
題
即
ち
消
尽
の
定
理
の
成
立
の
た
め
の
必
要
条
件
を
生
産
函
数
の
規
模
に
関
す
る
牧
穫
不
変
の
想
定
に
求
め
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。
し
か
も
限
界
生
産
力
説
は
先
記
の
ω生
産
財
の
価
格
は
そ
の
限
界
生
産
力
に
等
し
く
支
払
わ
れ
る
こ
と
、
ωこ
の
よ
う
に
し
て
生
産
財
に
分
配
さ
れ
た
分
配
分
の
総
和
は
生
産
物
の
価
額
に
等
し
い
と
の
消
尽
の
定
理
の
成
立
を
内
容
と
す
る
こ
と
も
又
周
知
の
こ
と
で
あ
り
、
間
ヒ
ッ
ク
ス
が
限
界
生
産
力
説
は
長
期
の
均
衡
に
於
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
も
こ
の
意
味
に
於
て
で
あ
る
D
つ
ま
り
第
こ
の
と
き
企
業
が
平
均
費
用
最
小
点
に
於
て
生
産
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
、
完
全
競
争
が
企
業
の
平
均
費
用
を
最
小
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
第
二
命
題
の
前
提
で
あ
る
。
所
が
規
模
に
関
す
る
牧
穫
逓
減
を
想
定
す
る
限
り
、
平
均
費
用
最
小
点
は
産
出
量
零
な
る
点
に
於
て
で
あ
り
、
乙
の
点
を
除
、
き
平
均
替
用
最
小
点
は
求
め
ら
れ
ぬ
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
規
模
に
関
す
る
牧
穫
逓
減
を
想
定
す
る
こ
と
は
企
業
の
極
大
利
潤
と
い
う
個
人
的
均
衡
条
件
と
し
て
は
妥
当
で
あ
る
が
、
他
方
第
二
命
題
の
成
立
の
た
め
の
前
提
平
均
費
用
を
極
小
に
す
る
と
の
前
提
ー
か
ら
考
え
て
妥
当
で
な
い
こ
と
二
命
題
の
成
立
の
た
め
に
は
社
会
的
均
衡
状
態
の
成
立
し
て
い
る
乙
と
が
必
要
で
あ
り
、
に
な
る
。
更
に
次
の
こ
と
が
考
察
さ
れ
る
。
上
述
の
構
造
方
程
式
の
設
定
に
当
っ
て
、
終
始
価
格
D
U
、
D
ハ、
D
い
di---
は
ギ
ブ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン
ト
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
事
柄
は
社
会
の
現
実
の
資
料
に
関
す
る
。
そ
し
て
因
果
論
的
限
界
生
産
力
説
を
と
ら
ず
、
相
関
的
湖
限
界
生
産
力
説
を
と
る
限
り
ー
一
般
均
衡
的
限
界
生
産
力
説
を
と
る
限
り
、
ギ
ブ
ン
と
見
倣
さ
れ
る
可
能
な
価
格
に
限
界
生
産
力
が
等
し
く
な
る
よ
う
に
各
生
産
財
の
投
入
量
が
き
め
ら
れ
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
投
入
量
の
和
で
あ
る
社
会
的
需
要
量
と
そ
れ
に
対
応
す
る
社
会
的
供
給
量
が
等
し
く
な
る
よ
う
に
、
現
実
の
価
格
D
H
、
D
日
、
は
き
め
ら
れ
、
他
方
生
産
物
に
つ
い
て
も
社
会
的
供
給
量
と
社
会
的
需
要
量
か
ら
現
実
の
価
格
D
M
は
き
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
と
れ
ら
各
個
人
の
立
場
に
つ
い
て
ギ
ブ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン
ト
と
見
倣
さ
れ
る
諸
価
格
は
す
べ
て
社
会
全
体
に
つ
い
て
は
、
需
要
、
供
給
の
関
係
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
変
数
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
諸
価
格
を
可
能
な
価
格
と
み
て
理
論
を
構
成
す
る
場
合
、
必
要
に
応
じ
て
夫
々
の
場
合
に
ギ
ブ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン
ト
と
見
倣
す
乙
と
は
或
い
は
許
さ
れ
よ
う
口
し
か
し
推
定
に
当
つ
て
の
資
料
は
現
実
の
資
料
で
あ
り
、
従
っ
て
当
然
D
M
、
hi---
は
現
実
の
市
場
価
格
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
た
め
に
は
、
社
会
的
均
衡
状
態
の
成
立
し
て
い
る
こ
主
が
必
要
で
は
な
い
か
。
社
会
的
均
衡
状
態
に
於
て
初
め
て
こ
れ
ら
の
諸
価
格
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
他
万
こ
の
場
合
に
、
t
o山
口
問
い
わ
ゆ
る
E
2
Z
B
抑
25-w.
の
条
件
が
み
た
さ
れ
て
、
導
出
さ
れ
る
統
計
的
生
産
函
数
は
十
分
の
意
味
を
持
ち
う
る
の
で
は
な
い
か
。
ダ
グ
ラ
ス
が
P
+
o
u
u
H
を
想
定
し
た
理
由
の
一
つ
は
こ
、
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
パ
ラ
メ
タ
l
引
を
規
模
か
ら
独
立
と
見
倣
し
て
い
る
が
、
理
論
的
に
考
え
て
厳
密
に
い
っ
て
吋
は
規
模
か
ら
独
立
で
な
い
と
な
れ
竹
U
ば
、
独
立
即
ち
常
数
と
し
て
引
を
推
定
し
て
得
ら
れ
る
も
の
は
い
わ
ば
そ
れ
ら
の
変
異
す
る
パ
ラ
メ
タ
l
の
平
均
値
で
あ
る
か
ら
意
味
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。
理
論
的
に
考
え
て
叫
が
規
模
か
ら
独
立
の
常
数
と
見
倣
さ
れ
る
の
は
生
産
函
数
が
一
次
且
つ
同
次
の
場
合
で
あ
る
口
ど
か
ら
一
般
に
p
+
♂
北
H
と
し
て
お
い
て
、
資
料
か
ら
P
+
o
u
が
ー
に
な
る
か
否
か
を
検
討
す
る
の
は
意
味
が
あ
り
、
も
じ
p
+
ロ
u
H
H
を
妥
当
と
す
る
結
果
が
得
ら
れ
れ
ば
そ
の
ま
、
問
題
が
な
い
が
、
ー
で
な
い
結
果
が
え
ら
れ
れ
ば
第
一
に
引
と
ιdと
の
和
が
l
で
な
い
こ
と
、
第
二
に
向
、
ιJが
規
模
か
ら
独
立
の
常
数
と
し
て
と
り
扱
わ
れ
る
べ
き
で
な
い
こ
と
の
双
方
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
。
生
産
函
数
従
っ
て
ダ
グ
ラ
ス
生
産
函
数
は
技
術
的
函
数
で
あ
り
、
当
然
可
能
な
る
投
入
量
と
可
能
な
る
産
出
量
の
間
の
技
術
的
関
係
を
示
す
式
で
あ
る
。
即
ち
投
入
量
の
間
に
変
分
の
原
理
さ
え
み
た
さ
れ
れ
ば
、
す
べ
て
の
可
能
な
る
投
入
震
の
組
合
せ
に
つ
い
て
、
(当民一戸】=。
ω匂
ωの
伊
丹
一
一
司
で
運
転
し
て
え
ら
れ
る
極
大
産
出
量
と
投
入
量
と
の
聞
の
関
係
式
が
生
産
函
数
で
あ
る
。
だ
か
ら
本
来
市
場
の
条
件
、
企
業
の
利
潤
極
大
と
は
別
個
の
も
の
で
あ
る
口
し
か
も
尚
実
験
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
直
接
的
に
こ
の
関
係
を
示
す
資
料
が
え
ら
れ
内
観
察
さ
れ
る
も
の
は
純
粋
の
望
。
【
E
2古
ロ
苫
ロ
2
Zロ
で
は
な
く
て
、
現
実
の
投
入
量
の
組
合
せ
と
そ
れ
に
対
応
す
る
産
出
重
で
あ
る
。
生
産
画
数
の
推
定
一
八
七
経
蛍
と
経
済
一
八
入
乙
〉
で
こ
れ
ら
の
投
入
量
、
産
出
量
が
企
業
の
そ
れ
で
あ
る
と
見
れ
ば
、
こ
れ
は
何
ら
か
の
意
味
で
利
潤
極
大
量
と
考
え
、
ざ
る
を
え
な
い
。
乙
、
で
市
場
条
件
、
利
潤
極
大
が
問
題
と
な
り
、
技
術
的
生
産
函
数
の
考
察
に
当
っ
て
は
瞬
間
投
入
l
瞬
間
生
産
の
想
定
は
常
識
で
あ
る
か
ら
、
従
っ
て
そ
れ
ら
に
対
応
し
て
現
実
の
産
出
量
、
投
入
量
は
価
格
ギ
ブ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン
ト
の
無
条
件
利
潤
極
大
点
と
想
定
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
理
論
通
り
に
は
行
か
な
い
か
ら
或
い
は
条
件
付
利
潤
極
大
が
問
題
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
現
実
の
資
料
は
乃
至
投
入
量
、
産
出
量
の
組
合
せ
を
示
す
観
察
諸
点
は
何
ら
か
の
意
味
に
於
け
る
利
潤
極
大
点
で
あ
り
、
か
り
に
無
条
件
利
潤
極
大
の
場
合
と
い
え
ど
も
、
技
術
的
に
可
能
な
投
入
量
と
産
出
量
の
組
合
わ
せ
の
中
に
あ
っ
て
、
利
潤
極
大
と
親
和
す
る
が
如
、
き
組
合
わ
せ
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
可
能
な
組
合
わ
せ
の
う
ち
の
一
部
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
口
だ
か
ら
こ
の
現
実
の
産
出
量
、
投
入
量
の
資
料
に
回
帰
分
析
を
行
っ
て
、
た
と
え
生
産
函
数
の
パ
ラ
メ
タ
l
の
統
計
的
に
良
好
な
推
定
値
が
え
ら
れ
て
も
、
乙
れ
を
以
て
技
術
的
生
産
函
数
の
推
定
値
と
は
見
倣
さ
れ
ぬ
。
前
者
は
現
実
の
数
値
に
関
し
、
後
者
は
本
来
可
能
な
数
値
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
同
時
に
企
業
利
潤
極
大
の
十
分
条
件
か
ら
、
技
術
的
生
産
函
数
に
つ
い
て
、
N
.
2
八
回
即
ち
規
模
に
関
す
る
牧
穫
逓
減
を
想
定
す
る
こ
と
に
も
関
す
る
。
技
術
的
生
産
函
数
は
企
業
の
利
潤
極
大
の
以
前
に
、
乃
至
そ
れ
と
は
独
立
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
利
潤
極
大
条
件
か
ら
技
術
的
生
産
函
数
の
性
格
に
あ
る
一
定
の
制
限
を
加
え
る
こ
と
は
不
可
で
あ
る
。
乙
〉
で
生
産
函
数
が
一
次
且
つ
同
次
か
否
か
と
い
う
こ
と
は
、
例
え
ば
投
入
量
に
つ
い
て
固
定
的
フ
ァ
ク
タ
ー
の
存
在
が
想
定
さ
れ
て
い
る
か
否
か
、
更
に
無
限
の
分
割
可
能
性
が
想
定
さ
れ
て
い
る
か
否
か
、
即
ち
産
出
量
は
す
べ
て
同
一
生
産
物
乃
至
標
準
化
さ
れ
た
生
産
物
で
あ
る
と
し
て
、
投
入
量
に
つ
い
て
等
質
化
の
手
続
き
が
と
ら
れ
て
い
る
か
否
か
と
い
っ
た
如
き
事
柄
に
求
め
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。
即
ち
一
次
且
つ
同
次
で
あ
れ
ば
投
入
量
と
産
出
量
の
聞
に
例
え
ば
次
図
の
直
線
仙
に
て
示
さ
れ
る
よ
う
な
関
係
が
当
然
見
ら
れ
る
が
、
投
入
量
九
が
こ
の
よ
う
な
直
線
的
関
係
を
み
た
す
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
条
件
を
必
要
と
す
る
か
。
そ
し
て
逆
に
い
っ
て
こ
の
条
件
を
投
入
量
が
み
た
す
と
き
図
表
に
示
さ
れ
る
関
係
が
み
た
さ
れ
、
従
っ
て
規
模
に
関
す
る
牧
穫
不
変
の
想
定
は
満
足
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。
~ a 
X1 
産
出
量
今
の
説
明
は
全
く
技
術
的
条
件
に
関
す
る
想
定
か
ら
、
生
産
函
数
の
一
次
且
つ
同
次
の
想
定
を
導
出
し
て
来
る
と
い
っ
た
こ
と
に
な
る
で
X。
あ
ら
う
と
い
う
こ
と
を
示
し
、
乙
の
点
に
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
が
潜
む
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ダ
グ
ラ
ス
は
最
小
自
乗
推
定
法
を
終
始
採
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
第
一
に
経
験
的
生
産
函
数
の
導
出
が
容
易
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
推
定
方
程
式
と
し
て
極
め
て
満
足
の
行
く
式
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
因
果
関
係
式
の
推
定
式
と
し
て
の
有
効
性
を
乙
の
第
二
の
事
実
に
求
め
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
と
思
わ
れ
払
ザ
単
に
推
定
方
程
式
と
し
て
な
ら
ば
、
変
数
選
捉
の
問
題
も
生
じ
な
い
し
、
原
因
変
数
個)
と
方
程
式
誤
差
項
と
独
立
で
な
い
こ
と
も
さ
し
た
る
困
難
を
生
ま
ぬ
し
、
更
に
ダ
グ
ラ
ス
の
よ
う
な
推
定
方
程
式
と
し
て
使
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
言
葉
の
本
来
の
意
味
に
お
け
る
原
因
変
数
と
結
果
変
数
、
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
独
立
変
数
と
従
属
変
数
と
の
区
別
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
根
拠
か
ら
最
小
自
乗
推
定
方
法
を
終
始
採
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
前
述
の
如
く
因
果
関
係
式
と
し
て
の
有
効
性
を
推
定
方
程
式
と
し
て
の
有
効
性
に
た
よ
ら
し
め
る
乙
と
が
出
来
な
い
以
上
ダ
グ
ラ
ス
の
や
り
方
は
是
認
さ
れ
な
い
。
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